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近視化が2例 、遠視化が7例、近視化 と遠視化を示した症例が1例 であった。
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　 2)遠 視化 した症例
　症例3～ 症例9の7例 は遠視 化を示 した。
　症例4は 、 糖尿病 診断 時(血 糖値577mg/dl)
には視力低下の 自覚症状 はなかったが、 その後イ
ンス リン治療 によ り血糖 値が67mg/dlに下降す る
と：裸眼視 力が低下 し、両眼+2.50Dの遠視 化を示
してい た。 そ の後 血糖 値 が112mg/dlにな る と本
来の屈折値 に戻った。
　 4例(症 例3～6)は 、眼科受診前 に視力低下
の 自覚はなかったため、高血糖時の近視化は確認
で きなか った。 内科 か ら眼底検査の依頼で眼科 を
受診 し、イ ンス リン治療 によ り血糖値が下降 して
遠視化 による視 力障害 を 自覚 した。
　症例6は 、遠視化 が1日 で回復 していた。
　症例5以 外 は血 糖 値が100mg/dl以下 に急激 に
下降 して遠視性変化 が生 じた。
　症例6以 外 は、約2週 間 か ら1ヶ 月のイ ンス リ
ン治療後 に遠視性変化 が生 じ、その血糖下降速度
は全例10mg/dl/day以上 であった。
　症例7は 著明な高血糖 を治療 中に遠視化 を示 し
た症例で、糖 尿病昏睡(血 糖値1672mg/d1)のた
め救急入院 となった。 インス リン治療開始6日 後
に眼科 を初診(血 糖値103mg/dl)、裸眼視 力、 近
方視 力 の低 下 を 自覚 し、 右+2.50D左+2.25Dの遠
視化を示 していた。著明な高血糖か ら44日後 に屈
折 値が もとに戻 り、裸眼視力 も改善 した。
　 この症例 に超音 波検査で水晶体厚 を計測 した。
遠視化を示 した 日の水晶体厚 は右4.14mm左4.17mm
であ り、視力が鰭 し畑 は右3.80㎜左3.76㎜
とな り、右が0.34mm、左が0.41㎜肥厚 していた。
超 音波計 測を行った他 の3例 では水晶体厚の変化
は とらえ られなかった。
　症例8、9は 小 児の糖尿病 症例であ る。他覚的
屈折検査 で遠視 化を示 したが、視 力障害の 自覚は
な か っ た 。 イ ン ス リン 治 療 に よ り血 糖 値 が
100mg/dl以下 に下降す るの に要 した期 間は 、症
例8は23日 、症例9は6日 であった。
　 3)近 視 化 と遠視化を示 した症例(症 例10図1)
　30歳男性、1週 間前 よ り口渇、 多飲 、多尿 な ど
の 自覚症状 があ り、内科 で糖尿病 と診断 され、血
糖 コン トロール 目的で入院、合併症精査 のため に
眼科受診 となった。
　 眼科 初診 時、 視 力 は右0.05(1.2×－5.OD)、左
0.05(1.2×－5.OD)であ り、6カ 月前 に作製 した
自己眼鏡(両 眼一3.00D)が合わな くなった との
訴 えがあ った。眼圧 は右17mmHg、左20mmHg、
前 眼部、 中間透 光体、眼底 に異常 はなかった。血





血糖値 と屈折値の経過を図1に 示す。高値で あっ
た血糖値がイ ンス リン治療 に より低下 し、入院1
週 間後 には98mg/dlになった。 この時 の屈折値 は
右 一1.50D左一1.25Dであ った。 血糖 値 はそ の後
良好 な値で安定 し、屈折値 も1ヶ 月後 か ら安定 し、
6カ 月 後 には右 一3.75D、左 一3.25Dと自己眼鏡
と近似の値 とな った。6カ 月後 の屈折値が本来の
値 で あ れ ば 、 血 糖 値 が 高 か っ た 時 に は 、 右
一1.25D、左 一1.75D近視化 して お り、血 糖値 が
下 降 した際 には右+2.25D左+2.00D遠視 化 してい
た ことになる。
考　　察
　糖 尿病 患者の血糖値 の変化 に伴 う屈折値の変化
は、血糖値 が上昇する と近視化 に、下降す ると遠
視化 と言 われ てい る。Duke－Elder　1)は、 遠視 化
は近視 化の戻 りであ り、 は じめか ら遠視化する こ
と は な い と述 べ て い る 。 一 方 、Riordan　2),
Varma　3)は全例遠視化 を示 し、近視化の症例はな
い と報告 してい る。Huggert　4)は、近視化 か ら遠
視化 を経ず に直接前 の屈折状態 に戻 る例がいる と
報告 している。我 々が外来で経験す るのは遠視化
が殆 どで、近視化 も稀 に経験す るが、症例10のよ
うに近視化 を経て遠視化 を示 した症例は杉 山5)の
報 告をみ るのみで あ り、我々 も今回初めて経験 し
た。 これは石橋6)が報 告 してい るよ うに、糖尿病
発症前後 の屈折値 を正確 に測定す ることが困難 な
ため と思われ る。臨床で遭遇する屈折変化は、糖
尿病 治療 開始時や血糖 コン トロール時 に視力障害
の 自覚症状が あって初めて検査を行い認め られる
ことが多 い。糖尿病の診断前の屈折 値を必ず しも
把握 できない こ と、視 力低下の 自覚のない症例 に
屈折検査 を行 うことは困難である ことよ り、糖尿
病症例 にお ける屈折変化の真の発症頻度 を言及 で
きない。屈折変化が1日 で回復 した症例6は 見落
とされが ちな症例 と思われた。
　糖尿病患者の血糖値の コン トロール不良例 に屈
折変 化が著 明に起 こるとの報告は多い(杉 山5)、
武 田7>)。今井8)は血 糖 コン トロール前 に高血糖で、
血 糖 低 下 幅 の 大 き い も の に遠 視 化 が 高 率 、
Gwinup　9)は血 糖値 が100mg/dl変化す る と0.5D遠
視 化す ると述べ てい る。 森川1°)、馬屋原ll)は血 糖
の下降速度の速 い もの に遠視 化がみ られ る と述べ







査を行ったところ、4例 中3例 はインス リン治療
により血糖値が100mg/dlになるのに60日以上を
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Summary
  Reported 10 patients howed a transient change in refractive index that might
have been caused changes in blood glucose levels in diabetes.
  There were 2 cases of myopic change, hyperopic change for seven cases, and
one case of was a case of nearsightedness and farsightedness demonstrated how.
  Among the seven group of patients showed how far the value of one
pasticulon case showed marked hyperglycemia. It was also reported that two
cases consisted of diabetes in children.
  Hyperopic patients indicated greater decreases in blood glucose and the glu－
cose degradation rate, however the trend was more pronounced in the children
with diabetes.
  As a result of measuring the thickness of the lens in hyperopic patients during
treatment it revealed a markedly high blood sugar, or hyperopia. Thus it was
confirmed that the lens glycemic controle thickened for diabetics during.
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